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「
お
ね
が
い
ご
と
が

　 

か
な
い
ま
す
よ
う
に
…
」

（
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
七
夕
集
会
で
）
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村
内
に
１
校
ず
つ
あ
る
普
代
小
・
中
学
校
。

将
来
は
普
代
小
の
全
校
児
童
数
が
約
33
人
、

普
代
中
の
全
校
生
徒
数
が
約
17
人
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。
普
代
中
で
は
現
在
、
生
徒
数

の
減
少
で
、休
部
し
て
い
る
部
活
動
も
あ
る
。

現
在
は
全
校
64
人
で
５
つ
の
部
活
動
が
あ
る

が
約
50
年
後
に
は
い
く
つ
の
部
活
動
が
残
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

村
の
基
幹
産
業
の
水
産
業
。
現
在
定
置
網

は
９
カ
統
操
業
し
て
い
る
が
、
２
０
６
０
年

に
は
人
口
減
少
の
影
響
で
い
く
つ
の
定
置
網

が
操
業
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
も
懸
念
の
声
が

上
が
る
。
現
在
、
普
代
村
役
場
の
職
員
数
は

61
人
だ
が
約
50
年
後
に
は
半
数
以
下
に
減
少

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

進
む
自
然
減
と
社
会
減

　

次
に
自
然
・
社
会
増
減
に
よ
る
人
口
の
増

減
を
探
っ
て
み
た
。

　

図
３
自
然
増
減
（
出
生
や
死
亡
に
よ
る
増

減
）
の
推
移
は
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
２
０
０
０
年
以
降
減
少
を
続
け

て
い
る
。
未
婚
化
・
晩
婚
化
が
進
ん
だ
影
響

に
よ
る
出
生
率
の
低
下
が
原
因
の
一
つ
に
考

え
ら
れ
る
。

　

次
に
図
４
社
会
増
減
（
転
入
や
転
出
に
よ

る
増
減
）
だ
。
こ
れ
は
集
計
開
始
以
来
、
下

降
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
自
然
増
減
と
比
べ
て
波
が
あ
る
よ
う
だ
。

調
べ
る
と
岩
手
県
の
有
効
求
人
倍
率
が
全
国

を
上
回
っ
た
時
、
村
の
社
会
減
数
が
落
ち
着

く
傾
向
に
あ
る
。
仕
事
が
人
口
の
増
減
に
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
学
生
33
人
、中
学
生
17
人

　

ま
ず
は
人
口
の
現
状
を
振
り
返
る
。
普
代

村
の
将
来
推
計
人
口
（
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
調
べ
）
は
図
１
の
と
お
り
。

２
０
１
０
年
に
３
０
８
８
人
い
た
人
口
が
、

２
０
６
０
年
に
は
半
数
以
下
の
１
０
５
０
人

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
２
０
６
０

年
の
年
齢
別
の
内
訳
が
図
２
だ
。
こ
の
年
齢

別
の
人
口
が
普
段
の
生
活
な
ど
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
。

地
方
創
生
始
ま
り
の
背
景

　

昨
年
５
月
、
民
間
有
識
者
で
構
成
す

る
「
日
本
創
成
会
議
」（
座
長
・
増
田

寛
也
元
総
務
大
臣
）
が
発
表
し
た
ひ
と

つ
の
デ
ー
タ
が
全
国
の
自
治
体
を
震
撼

さ
せ
た
。
そ
れ
は
２
０
４
０
年
時
点
の

人
口
を
、
全
国
に
あ
る
約
１
８
０
０
市

区
町
村
別
に
ま
と
め
た
「
将
来
推
計
人

口
」
だ
。
デ
ー
タ
に
よ
る
と
８
９
６
市

町
村
が
「
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と

の
こ
と
。

　

残
念
な
こ
と
に
普
代
村
も
消
滅
す
る

恐
れ
が
あ
る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に

分
類
さ
れ
た
。
若
年
女
性（
20
〜
39
歳
）

が
半
数
以
下
に
減
っ
て
し
ま
う
か
ら

だ
。
同
会
議
は
、
出
産
の
90
㌫
以
上
を

占
め
る
若
年
女
性
が
減
少
を
続
け
る

と
、
人
口
の
再
生
産
力
が
低
下
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

日
本
創
成
会
議
が
デ
ー
タ
を
発
表
し

た
同
年
９
月
、
国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
同
年

11
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」
を
制
定
。「
地
方
創
生
」
で
打
っ

て
出
た
。

　

地
方
創
生
と
は
地
方
を
元
気
に
す
る

た
め
の
施
策
で
、
自
分
た
ち
で
何
が
必

要
な
の
か
を
考
え
企
画
し
、
そ
れ
に
対

し
、
国
が
必
要
な
支
援
を
し
て
く
れ
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
だ
。
し
た
が
っ
て

「
地
方
創
生
は
国
の
政
策
の
ひ
と
つ
だ

か
ら
、
自
分
た
ち
に
は
関
係
な
い
」
と

は
言
え
な
い
。

　

進
む
人
口
減
少
。
そ
の
現
状
を
振
り

返
り
、そ
れ
に
対
す
る
村
の
こ
れ
ま
で
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
、
そ
れ
ぞ
れ
で
創
生
を
目
指
す

人
た
ち
の
思
い
を
聴
い
た
。
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18 始めよう
地方創生�

ふだいまつりで国道で舞
う普代中学校神楽同好会
のメンバー。将来同好会
は、ふだいまつりは残っ
ているのだろうか。（平
成26年９月５日）

老年人口構成比
（49.2％）

生産年齢構成比
（43.1％）

年少人口構成比
（7.7％）
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人
口
減
少
対
策
Ｐ
Ｔ
の
設
置

　

村
は
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
デ
ー
タ

に
対
し
、「
人
口
を
増
加
さ
せ
る
の
で
は
な

　

緊
急
支
援
交
付
金
の
活
用

　

国
は
26
年
度
中
に
地
方
創
生
の
緊
急
的
な

取
り
組
み
と
し
て
地
方
の
消
費
を
促
す
た
め

「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
」
を
地
方
に
配
分
し
た
。
そ
の
交

付
金
は
「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」

と
「
地
方
創
生
先
行
型
」
に
分
け
ら
れ
る
。

　

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
は
地
域
の
消

費
喚
起
や
生
活
支
援
の
た
め
の
交
付
金
で
、
そ

の
名
の
と
お
り
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、
地

域
の
消
費
を
喚
起
す
る
事
業
に
充
て
ら
れ
る
。

　

地
方
創
生
先
行
型
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
の
創
生
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
に
充

て
ら
れ
る
。

　

村
で
は
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
を

３
事
業
９
０
２
万
８
千
円
、
地
方
創
生
先
行

型
を
８
事
業
２
５
８
４
万
４
千
円
、
計
11
事

業
３
４
８
７
万
２
千
円
を
次
の
表
の
と
お
り

計
画
、
実
施
し
て
い
る
。

能
だ
。
だ
が
住
環
境
の
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
の
提
供
な

ど
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
一
時
的
に
人
口
減

少
を
抑
制
す
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
人
口
維

持
は
望
め
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
就
業
、

結
婚
、
子
育
て
な
ど
）
に
応
じ
た
施
策
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
創
生
は
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
一
体
的
な
推
進
が
基
本
と

さ
れ
て
い
る
。

　
「
ふ
だ
い
の
産
業
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
は

生
産
者
や
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
て
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
な
ど
の
取
り
組
み
で
地
域
資

源
の
付
加
価
値
向
上
を
目
指
す
と
い
う
も
の

だ
。
こ
の
事
業
で
村
昆
布
大
使
の
小
野
寺め

ぐ
み惠

さ
ん
が
特
産
の
こ
ん
ぶ
饂
飩
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
開
発
し
た
。
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘

で
は
ラ
ン
チ
営
業
で
、
同
商
品
を
メ
ニ
ュ
ー

に
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
今
年
度

は
４
事
業
者
が
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品

開
発
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

見
た
が
、
ど
こ
の
地
区
で
も
思
う
こ
と
は
一

緒
な
ん
だ
ね
ー
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

村
地
域
創
生
室
の
中
村
係
長
は
「
特
定
課

題
懇
談
会
は
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ

て
行
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
た

提
言
な
ど
を
今
後
の
政
策
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
成
果
と
し
て

は
提
言
な
ど
を
聞
け
た
こ
と
も
で
す
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
『
人
口
減
少
問
題
』
と
い
う

意
識
共
有
を
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で

す
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
様
子
だ
。

　

前
の
㌻
で
説
明
し
た
自
然
減
と
社
会
減
を

抑
え
れ
ば
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
こ
と
は
可

15
万
円
近
く
か
か
る
の
で
還
元
は
う
れ
し
い

で
す
。
地
域
の
消
費
喚
起
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

く
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
よ
う
」
と
昨
年
７

月
に
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
、
始
動
し
た
。
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ

て
か
ら
２
カ
月
た
た
な
い
で
の
結
成
だ
。

　

10
月
か
ら
は
特
定
課
題
懇
談
会
を
開
催

し
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
15
地
区

を
回
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
は
人
口

減
少
を
懸
念
す
る
声
や
人
口
減
少
が
進
む

原
因
、
提
言
、
要
望
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
聞
こ
え
た
。

　

村
で
は
そ
こ
で
出
た
貴
重
な
意
見
を
全

村
的
に
共
有
し
よ
う
と
全
戸
に
配
布
し
た
。

あ
る
村
民
は
「
配
布
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

　

園
の
給
食
費
を
還
元

　

地
方
創
生
先
行
型
の
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も

園
給
食
費
支
援
事
業
」
と
「
ふ
だ
い
の
産
業

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら

詳
し
く
話
を
聞
い
た
。

　
「
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
給
食
費
支
援
事
業
」

は
子
ど
も
園
利
用
者
の
給
食
費
負
担
額
を
地

域
商
品
券
で
還
元
し
、
永
続
的
に
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
、
出
生
率
の
増
加

を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
年
に
２
回
還
元
す

る
予
定
だ
。
子
ど
も
１

人
当
た
り
最
大
で
４
０

０
０
円
の
給
食
費
が
か

か
る
の
で
、
６
カ
月
で

２
万
４
０
０
０
円
分
の

商
品
券
を
支
給
す
る
計

算
に
な
る
。

　

子
ど
も
園
に
３
人
の

子
ど
も
を
通
わ
せ
る
中

央
区
の
長
澤
淳
美
さ
ん

（
25
）
は
「
３
人
で
年
間

こ
れ
ま
で
の

地
方
創
生

　村はこれまで人口減少対策
ＰＴの設置や緊急支援交付金
の活用などで地方創生を推進
してきた。その取り組み内容
や状況をお知らせする。

取
り
組
み
①

取
り
組
み
②

人口減少対策ＰＴの第１回調査研究会（平成26年７月４日）

鳥居地区での特定課題懇談会。さまざまな声が飛び交った

子ども園の給食費は年 2 回地域商品券で還元する予定だ

地域消費喚起・生活支援型　902万８千円
事　業　名 内　　容

福祉灯油購入助成事業
（122万８千円）

高齢者世帯など対象者
へ灯油券を支給

子育て支援商品券支給事業
（380万円）

村共通商品券を中学生
までを対象に支給

プレミアム付き商品券事業
（400万円）

村共通商品券6000円
分を5000円で販売

地方創生先行型	 2,584万４千円
事　業　名 内　　容

普代村総合戦略策定事業
（640万４千円）

総合戦略策定のための
経費

地域資源発掘周遊観光バス
運行事業（197万円）

日・祝日に観光のため
の周遊バスを無料運行

「青の国ふだい」ファン会員
登録制度事業（285万８千円） 村外の普代ファン確保

おためしＵ愛Ｊターン支援
事業（554万３千円）

追手門学院との連携に
よる居住・定住促進

ふだいの産業魅力アップ事
業（332万９千円）

地域資源の付加価値向
上による産業の活性化

普代村新卒者等雇用促進奨
励金事業（180万円）

新卒者を雇用した村内
事業者に奨励金を支給

普代村新規漁業者支援協議
会補助金事業（10万円）

新規漁業者への支援に
よる後継者対策

はまゆり子ども園給食費支
援事業（384万円）

給食費負担額を地域商
品券で還元
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動
き
出
し
た
創
生
推
進
会
議

　

国
が
制
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」。
そ
の
中
に
は
「
各
市
町
村
で
も
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、

村
で
は
今
年
６
月
に
村
内
外
の
有
識
者
か
ら

な
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会

議
」
を
設
置
し
た
。
今
年
10
月
ご
ろ
の
総
合

戦
略
策
定
を
目
指
し
て
同
会
議
で
盛
り
込
む

内
容
を
検
討
す
る
。

　

総
合
戦
略
策
定
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
は

　

推
進
会
議
前
段
の
研
究
会

　

創
生
推
進
会
議
の
前
段
と
な
る
第
１
回
地

域
創
生
研
究
会
は
６
月
11
日
に
行
わ
れ
、
19

人
の
若
手
職
員
と
村
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で「
三
陸
鉄
道
を
勝
手
に
応
援
す
る
会
」

の
草
野
悟
代
表
が
参
加
し
た
。

　
「
雇
用
・
労
働
」「
移
住
・
定
住
」「
結
婚
・

子
育
て
」「
多
世
代
交
流
・
防
災
・
地
域
福
祉
」

の
４
つ
の
分
野
に
分
け
て
、
基
本
的
方
向
、

そ
れ
に
対
す
る
問
題
点
や
課
題
、
対
応
や
解

決
方
法
が
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
れ
が
総
合
戦

略
の
骨
格
と
な
る
。

重
要
な
役
割
を
担に

な

う
。
推
進
会
議
は
本
部
の

諮
問
機
関
と
な
る
の
だ
。

　

第
１
回
と
な
る
推
進
会
議
は
６
月
25
日
に

開
催
さ
れ
、
住
民
の
代
表
や
産
業
界
、
教
育
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
22
人
が
参
加
し
、
事
務

局
か
ら
国
の
動
向
や
村
の
現
状
な
ど
の
報

告
、
研
究
会
と
本
部
で
練
ら
れ
た
素
案
の
説

明
が
さ
れ
た
。

　

一
般
公
募
で
推
進
会
議
委
員
に
委
嘱
さ
れ

た
上
区
の
下
道
茂
子
さ
ん
は
「
普
代
を
ど
う

に
か
し
よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
で
参
加
し
ま

し
た
。
総
合
戦
略
策
定
に
向
け
、
微
力
な
が

ら
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　

各
委
員
の
任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
。
策
定
後
も
総
合
戦
略
の
進
行
状
況
の
確

認
や
事
業
評
価
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

向
上
な
ど
、
基
本
的
な
方
向
案
が
出
さ

れ
た
。
交
流
の
場
や
住
み
続
け
た
く
な

る
環
境
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
必
要
だ
。

　
「
結
婚
・
子
育
て
」
の
分
野
で
は
出

会
い
の
場
の
創
出
が
重
要
と
意
見
が
ま

と
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
場
を

作
っ
て
も
参
加
者
が
見
込
め
な
い
と
い

う
問
題
点
も
あ
げ
ら
れ
た
。
参
加
し
た

く
な
る
よ
う
な
内
容
や
宣
伝
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
。

　
「
多
世
代
交
流
・
防
災
・
地
域
福
祉
」
の

分
野
で
は
「
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
」
が
必

要
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
見
、
若
者
向
け
の

施
策
に
見
え
る
が
、
20
年
後
、
30
年
後
は
今

の
若
者
が
中
心
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
時

代
に
合
っ
た
地
域
の
構
築
が
必
要
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ど
の
分

野
で
も
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
問
題

点
、
そ
の
解
決
方
法
は
見
え
て
き
た
。
あ
と
は

決
断
す
る
だ
け
だ
。
地
方
創
生
に
は
思
い
切
っ

た
決
断
と
実
行
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

①
「
地
域
創
生
研
究
会
（
村
の
若
手
職
員
で

構
成
）」
が
「
地
域
創
生
・
人
口
減
少
対
策

本
部
（
村
の
幹
部
職
員
で
構
成
）」
に
素
案

を
提
示
②
本
部
は
そ
の
素
案
に
修
正
を
加

え
、
推
進
会
議
に
提
案
し
、
そ
れ
に
対
し
て

同
会
議
で
意
見
を
加
え
、
本
部
に
意
見
③
そ

の
や
り
と
り
を
何
度
か
行
い
、
そ
の
間
、
議

会
に
作
業
状
況
の
報
告
な
ど
を
す
る
ほ
か
住

民
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
総
合
戦
略
の

案
を
作
成
④
案
を
同
会
議
に
諮
問
し
、
そ
の

答
申
を
受
け
、
総
合
戦
略
が
策
定
と
な
る
。

総
合
戦
略
の
決
定
権
は
対
策
本
部
に
あ
る
の

だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
で
は
推
進
会
議
が

　
「
雇
用
・
労
働
」の
分
野
で
は
新
し
い
雇
用

の
場
の
創
出
が
就
業
に
よ
る
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
を
防
ぐ
の
で
は
と
い
う
意
見

が
出
た
。
問
題
点
と
し
て
「
就
業
場
所

は
ど
う
す
る
か
」「
ど
ん
な
職
種
が
望

ま
れ
る
か
」
な
ど
と
い
う
意
見
が
あ

げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
「
廃
校
舎
の

活
用
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」
な
ど

の
対
応
策
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

次
に
「
移
住
・
定
住
」
の
分
野
だ
。

住
環
境
の
充
実
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

こ
れ
か
ら
の

地
方
創
生

　村ではこれからの地方創生
として「普代村まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を今年
10月を目途に策定し、村が
進める地方創生の基本方針を
示す。

第１回となる「まち・ひと・しごと創生推進会議 」。10 月ごろの総合戦略策定を目指し動き出した

柾屋村長から委嘱状を受ける下道さん（右）

村地域創生室
　道下  勝弘 室長

真に活力ある村づくりを
　地方創生は人口減少の克服や持続可能
な地域づくりのため、独自の政策を推進
することですが、村民一人一人が「普代に
住んでいてよかった」「これからも普代に
住み続けたい」と思える「真の活力」と「誇
り」なくして地方創生はありえません。
　真の活力づくりには、村民一人一人の
希望の実現が必要です。社人研の将来推
計人口では今後、人口減少が加速度的に
進行すると予想されていますが、地域は
絶対になくなりません。これからの村を
担
にな

う子どもたちのためにも、そして今を
生きる私たちのためにも、普代の「魅力」
「素晴らしさ」を再認識、そして実感し、
その誇りを未来へ伝えていきましょう。

「結婚・子育て」の分野について話し合う職員たち
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まち・ひと・しごと
創生へ

　まち・ひと・しごとの創生は①まち…国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな
生活を安心して営める地域社会の形成②ひと…地域社会を担

にな

う個性豊かで多様な人材の確保
③しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出—を一体的に推進することが基
本とされている。それぞれの創生は村での取り組みのほか、村民一人一人の意識や取り組み

が大きな力になる。まち・ひと・しごと、それぞれで創生を目指す６人を取材した。

ひ 

と

し
ご
と

ま 

ち

地域おこし協力隊　鬼
お に つ か

束  拓哉さん
京で10年近く生活してみて、東京は周りを気にせずのびのびと自由に過ごし
ているという印象、普代は住民同士の距離が近く、近所付き合いなどが濃い

という印象を受けています。都市部、地方それぞれ良い所があり、対した違いはな
いので、普代を創生するには地元の人が自分たちの地域に自信や誇りを持つことが
大事だと思います。そのきっかけを作るのが自分たち「協力隊」の仕事です。外か
らの目で村の魅力を探し、発信していますが、地元の人が主役でなければ意味がありま
せん。先頭に立ちながらもサポート的な役割もするので一緒にやって楽しみましょう。

東

はまゆり子ども園保育士　工藤 尊
そ ぶ え

生栄さん
児の母として、医療費無料など費用面での村の子育て支援は手厚いと思いま
すし、近所付き合いが濃く、子どもを地域で育てるという環境と自然豊かな

環境があっていいと思います。都会みたいに危ない人や事件はないですしね。クマ
は怖いですが…（笑）子育てをするとき「有用な人材を育成するんだ」などと難し
くは考えていません。ただ良い事、悪い事をしっかりと分かる子どもを育てたいと
思っています。人ごとのように聞こえるかもしれませんが、そんな子どもたちがこ
れから豊かな村を作っていくんだと思うと今から楽しみです。

一

カネシメ水産営業担当　金子  太一さん
分の仕事で村の創生を考えた時、一番初めに思い付いたことが太田名部魚市
場の「競合競争率」を高めるということです。競争率を高めると漁師の皆さ

んの収入の増につながり「漁師をしたい」という人が増え、漁村である村の雇用創
出にもつながると信じています。地方創生には「自分たちの武器と弱点」をしっか
り見極めることが大事だと思います。まずは自社を見極め、最近習得した活魚の「神
経〆」などで商品の高付加価値化を図っていき、収入の増、雇用の創出につなげ、
会社の創生をしていきます。

自
商工会青年部長　三田地 勇治さん

店街の活性化と地方創生は似たような取り組みだと思います。小さい意識の
変化などで商店街を活性化させ、地方創生につなげたいです。「商店街を活

性化させるんだ」「地方創生をするんだ」と難しくならないことが大事だと思います。
それと我々の年代がもっとはしゃいで、楽しく、元気で魅力あふれる村を見せるこ
とが出来れば、村外に仕事などで出た若者のＵターンの増加、新卒者の就職などに
よる、首都圏への人口の流出を抑えることが出来ると思います。人口減少に対する
危機感などがない訳ではないですが、焦らずに冷静でいたいです。

商

上神田精肉店代表　上神田 敬二さん
師村普代への貢献方法を模索する中で「普代から全国に名物と言える看板商
品を開発したい」と思い、普代の特産品を活用した焼き肉のたれなどを開発

しています。地域の特徴を生かし、磨けば、普代にしかない「高付加価値商品」が
誕生し、村の魅力アップに、さらにその商品の消費拡大が成功すれば、村内の雇用
創出にもつながります。「最大のピンチは最高のチャンス」と捉え、東日本大震災後、
あの絶望的な状況の中で共有してきた危機感をもって一致団結すれば地方創生は可
能だと信じ、今後も「地域と共に」を実践していく覚悟です。

漁
株式会社越戸商店　越戸　秀子さん

と比べると子どもの声が減ったとは思いますが、一方で若い後継者が増えた
ことで商店街は前以上に活気づいてきました。その若者たちが普代をどうに

かしようと頑張る姿をみて、「普代も捨てたもんじゃない」と思います。自社でも
震災後から新商品の開発や海産物のＰＲ、販路開拓に取り組み村外にも普代のよさ
をどんどん発信しています。普代は小さい村ですが村内だけでさまざまなことが事
足りる素晴らしい村です。自分自身が楽しみながら、若者の村おこしに協力して行
きたいと思います。

昔
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始
め
よ
う
�
地
方
創
生

　

地
方
創
生
が
地
方
を
、
村
を
作
る
と

い
う
政
策
で
あ
る
以
上
「
国
に
任
せ
て

お
け
ば
…
」
で
は
済
ま
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
か
。
正

直
、
確
か
な
答
え
は
分
か
り
ま
せ
ん
が

「
よ
り
良
い
村
を
作
る
」「
次
世
代
に
残

す
」と
い
う
意
地
と
堅
い
決
意
で
仕
事
、

生
活
を
し
て
い
れ
ば
全
て
の
こ
と
が
地

方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
結
果
う
ん
ぬ
ん
、
ま

ず
は
地
方
創
生
を
、
村
づ
く
り
を
意
識

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
見
ま
せ
ん
か
？

　

普
代
村
、
大
き
い
話
を
す
れ
ば
日
本

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
が
、
地
方
創

生
の
有
識
者
で
す
。
ま
ず
は
考
え
ま

し
ょ
う
。
行
政
や
個
々
の
組
織
だ
け
で

な
く
村
民
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
後
に
社
会
増
減
の
ゼ
ロ
を
実
現
し
、

出
生
率
を
向
上
す
る
と
村
独
自
の
推
計

で
は
下
の
図
の
赤
線
の
よ
う
な
将
来
推

計
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
希
望

あ
る
未
来
を
残
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。子どもたちに希望ある未来を残して行きましょう

1000

500

0

1500

2000

2500

3000

3500

2010　 　 　 2020　 　 　 2030　 　 　 2040　 　 　 2050　 　 　 2060 年

人

普代村将来推計人口

	 村独自推計（出生率向上、社会増減ゼロの場合）
	 社人研推計◆

3,088

1,371

2,024

1,050

2,628 2,258

3,088

2,175

2,500
2,795

1,859

柾屋氏が無投票で村長再選
村議は現職７人、新人３人が無投票で当選

村長・村議選

　

任
期
満
了
に
伴と

も
な
う
村
長
・
村
議

会
議
員
選
挙
は
、
６
月
16
日
に
告

示
さ
れ
、
同
日
午
後
５
時
で
立
候

補
の
届
け
出
受
け
付
け
が
締
め
切

ら
れ
ま
し
た
。

　

村
長
選
に
は
現
職
の
柾
屋
伸
夫

氏
１
人
だ
け
が
立
候
補
。
無
投
票

当
選
で
、
普
代
村
政
の
か
じ
取
り

２
期
目
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

村
議
は
定
員
10
人
に
対
し
10
人

が
立
候
補
。
こ
ち
ら
も
無
投
票
で

の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
村
議

選
の
無
投
票
は
初
め
て
で
す
。
10

人
の
内
訳
は
現
職
７
人
、
新
人
３

人
。
全
て
男
性
で
、
党
派
別
は
全

員
が
無
所
属
で
す
。

　

本
㌻
で
は
柾
屋
村
長
の
就
任
の

あ
い
さ
つ
を
、
12
、
13
㌻
で
は
改

選
後
の
初
議
会
で
決
ま
っ
た
議
会

構
成
、
新
し
い
議
員
の
紹
介
を
し

ま
す
。

　　初議会終了後、３役と新議員、議会事務局員が
　　正面玄関で記念撮影

■

路
の
改
修
な
ど
、
必
要
な
建
設
事

業
も
実
施
し
な
が
ら
、
財
政
の
健

全
化
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
に
は
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し

て
お
り
ま
す
。
復
興
事
業
に
よ
り

元
に
復
し
た
生
産
力
、
地
域
の
活

力
な
ど
を
一
層
に
拡
大
さ
せ
て
い

く
完
全
復
興
を
、
一
日
も
早
く
達

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
真
の
復
興
と
も
直
結
す

る
地
方
創
生
に
、
広
域
や
産
学
官

な
ど
連
携
の
深
化
、
村
の
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
、
磨
き
、
生
か
し
、
発

信
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
な
が

ら
着
実
な
成
果
を
積
み
上
げ
、
よ

り
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
造
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
観
光
・
交
流
の
拡

大
と
街
中
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に
も

資
す
る
よ
う
、普
代
浜
を
よ
み
が
え

ら
せ
、地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
な
ど
を
加
速
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
誇
れ
る
教
育
を
躍
進
さ
せ

る
小
中
一
貫
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
守
る
公
民
館
の
整
備
、特
産
品
や

観
光
の
商
品
化
で
外
貨
を
稼
ぐ
会

社
な
ど
の
設
立
、子
育
て
支
援
な
ど

の
日
本
一
に
向
け
た
取
り
組
み
、若

年
層
の
定
住
に
つ
な
が
る
雇
用
や

所
得
向
上
対
策
な
ど
を
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
」
へ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
強
く
進
め
よ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

一
層
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
21
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た

普
代
村
長
選
挙
で
、
村
民
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜た

ま
わ

り
、
引

き
続
き
村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
民
一
人
一
人
の

幸
福
実
現
と
普
代
村
の
持
続
的
発

展
へ
の
か
じ
取
り
役
を
担に

な

わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
対
し
て
、改
め
て

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
お
り
、

全
身
全
霊
を
傾
注
し
２
期
目
の
村

政
運
営
に
取
り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
の
４
年
間
は
「
青
い

海（
水
産
業
）の
復
興
」
へ
の
思
い

を
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、多

く
の
復
興
事
業
や
未
来
へ
の
希
望

に
つ
な
が
る
諸
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

水
産
業
の
生
産
・
加
工
・
流
通

の
一
体
的
な
再
建
な
ど
復
興
事
業

を
お
お
む
ね
順
調
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
、村
営
バ
ス
の
ワ
ン
コ
イ
ン

化
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
・
園

児
給
食
の
無
料
化
、多
機
能
ホ
ー
ム

利
用
料
の
助
成
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
は
堀
内
住
宅
団
地
や
消

防
分
署
の
建
設
、子
ど
も
園
の
園
庭

や
駅
前
広
場
の
再
整
備
、
生
活
道

●就任のあいさつ

　笑顔と活力に満ち、安全安心で
　　　 真に豊かな村を目指します

普代村長　柾　屋　伸　夫
1,762
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議
長
選
挙
は
議
員
に
よ
る
単
記

無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
、
中
村
裕

議
員
が
５
票
、
大
上
浩
史
議
員
が

５
票
と
な
り
、
く
じ
引
き
で
議
長

の
選
出
が
行
わ
れ
、く
じ
の
結
果
、

中
村
議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
村
議
長
は
「
議
員
各
位
の
協

力
の
も
と
、
村
政
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
就
任
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
も

議
員
に
よ
る
単
記

無
記
名
投
票
で
行

わ
れ
、
熊
谷
有
耕

議
員
が
６
票
、
中

上
一
登
議
員
が
４

票
で
熊
谷
議
員
が

副
議
長
に
初
選
出

と
な
り
ま
し
た
。

　

改
選
後
の
初
議
会
で
は
議
席
の

決
定
や
各
常
任
委
員
会
委
員
、
監

査
委
員
な
ど
を
選
任
し
ま
し
た
。

今
後
４
年
間
の
議
会
運
営
を
し
て

い
く
新
し
い
議
会
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
総
務
常
任
委
員
会
▽
委
員
長
…

坂
下
重
雄
▽
副
委
員
長
…
野
場
義

時
▽
委
員
…
嵯
峨
典
行　

大
上
浩

史　

熊
谷
有
耕

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会
▽
委
員

長
…
金
子
泰
男
▽
副
委
員
長
…
中

上
一
登
▽
委
員
…
正
路
正
敏　

森

田
幸
一

◆
議
会
運
営
委
員
会
▽
委
員
長
…

森
田
幸
一
▽
副
委
員
長
…
嵯
峨
典

行
▽
委
員
…
中
上
一
登　

正
路
正

敏　

金
子
泰
男　

坂
下
重
雄　

大

上
浩
史　

野
場
義
時

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会
▽
委
員

長
…
中
上
一
登
▽
副
委
員
長
…
森

田
幸
一
▽
委
員
…
嵯
峨
典
行　

正

路
正
敏

◆
監
査
委
員
…
大
上
浩
史

◆
久
慈
広
域
連
合
議
会
議
員
…
大

上
浩
史　

野
場
義
時

◆
岩
手
県
沿
岸
知
的
障
害
児
施
設

組
合
議
会
議
員
…
熊
谷
有
耕

◆
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
…
柾
屋
伸
夫

◆
岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
議
会

議
員
…
中
上
一
登　

金
子
泰
男

当選した10人が出席し行われた初議会（６月26日、役場３階議会議場）

新
議
長
に
中
村
裕
氏

副
議
長
に
は
熊
谷
有
耕
氏

新
議
長
に
中
村
裕
氏

副
議
長
に
は
熊
谷
有
耕
氏

　

新
し
い
議
会
構
成
を
決
め
る
村
議
会
第
４
回
臨
時
会
は

６
月
26
日
、
役
場
３
階
の
議
会
議
場
で
開
か
れ
、
改
選
後

の
初
議
会
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
に
中
村
裕
氏
（
66
＝
緑

区
）、
副
議
長
に
熊
谷
有
耕
氏
（
63
＝
芦
渡
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

就任のあいさつをする中村議長

○
新
議
員
の
紹
介

　

 

村
政
担
う
10
人
の
顔
ぶ
れ

２		

中な
か
が
み上　

一か
ず

登と

（
堀
内
・
57
歳
）

①国士舘大中退②会社役員③３④
議会が住民の身近であるべきとい
う信念のもと、これまで同様一議
員として努力してまいります。

１		

嵯さ

が峨　

典み
ち
ゆ
き行

（
上
区
・
53
歳
）

①久慈高②無職③初④村民の皆さ
まの声に真

しん

摯
し

に耳を傾け、小さな
ことから議員としての仕事を全う
していきたいと思います。

10		

中な
か
む
ら村　

　

裕ひ
ろ
し

（
緑
区
・
66
歳
）

①普代中②林業③６④漁業再生復
興や農林商工業の活性化などを目
標とし、活力ある村づくりに努力
します。

９		

熊く
ま
が
い谷　

有あ
り
た
か耕

（
芦
渡
・
63
歳
）

①専修大美唄農工短大②農業③６
④村民の皆さまの声を村政に届け
て、住みよい村づくりに努力する
考えです。

８		
森も

り

田た　

幸こ
う
い
ち一

（
中
央
区
・
57
歳
）

①久慈高②農業③４④「課題に挑
戦」を合言葉に、村政発展のため
日々努力していきます。

７		

野の

ば場　

義よ
し
と
き時

（
堀
内
・
65
歳
）

①久慈農林水産高②無職③初④水
産業を柱とした産業の振興、安心で
きる地域福祉環境を次世代に引き
継げるよう誠心誠意努力します。

６		

大お
お
か
み上　

浩ひ
ろ

史し

（
白
井
・
74
歳
）

①光星学院高②無職③６④村長の
村政運営の情熱に一緒になって取
り組み、村民の皆さんのため頑張
ります。

５		

坂さ
か
し
た下　

重し
げ

雄お

（
茂
市
・
81
歳
）

①東京高等電気学校②農業③２④
新旧議員ともに切磋琢磨し、安全
安心で活気にあふれた村づくりに
努めていきます。

４		

金か
ね

子こ　

泰や
す

男お

（
黒
崎
・
61
歳
）

①普代中②漁業③４④郷土の振興
発展と震災復興、安心して暮らせ
る村づくりができるよう、誠心誠
意頑張ります。

３		

正し
ょ
う
じ路　

正ま
さ
と
し敏

（
鳥
居
・
54
歳
）

①杜陵高②農林業③初④課題が山
積みする中、子どもたちや村の将
来のために、議員として是

ぜ ぜ

々非
ひ ひ

々
で挑んで行きます。

氏
名
の
前
の
数
字
は
議
席
番
号
、
記
事
中
の
数
字
は
①
最
終
学
歴

②
職
業
③
当
選
回
数
④
抱
負

︱
の
順
で
す
。（
敬
称
略
）

初議会で議会構成決まる
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矢
巾
町
内
の

女
性
農
業
者
で

組
織
す
る
「
み

ど
り
の
会
」
の

視
察
研
修
が
６

月
19
日
、
村
内

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

視
察
研
修
に

は
16
人
が
参

加
。
午
前
中
に

は
越
戸
商
店
の

加
工
場
を
訪
問

し
、
安
心
・
安

全
な
生
産
現
場

みどりの会の視察研修
すき昆布を使った調理を体験

　

社
会
科
の
授
業
で
学
習
し
た
内

容
を
実
際
に
見
学
し
、自
分
た
ち
の

暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り
を
確
か
め

る
こ
と
を
目
的
に
、普
代
小
３
年
生

15
人
が
６
月
15
日
、村
内
の
い
ろ
い

ろ
な
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

役
場
を
訪
れ
た
児
童
た
ち
は
１

階
か
ら
順
番
に
庁
舎
を
回
り
、
各

課
員
か
ら
仕
事
の
内
容
を
説
明
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
３
階
の
議
会
議
場
を
見

学
。
児
童
た
ち
は
初
め
て
入
る
議

場
の
広
さ
や
議
員
席
の
座
り
心
地

な
ど
を
う
れ
し
そ
う
に
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

　

議
長
に
扮
し
た
村
の
職
員
が

「
○
番
○
○
議
員
」と
指
名
す
る
と

児
童
た
ち
は
大
き
な
声
で
返
事
を

し
、
自
分
の
名
前
を
名
乗
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
同
様
の
質

疑
応
答
を
開
始
。児
童
た
ち
は「
役

場
で
は
何
人
く
ら
い
働
い
て
い
る

ん
で
す
か
」「
役
場
は
い
つ
作
ら

れ
た
ん
で
す
か
」
な
ど
と
質
問
を

し
、
村
の
職
員
が
答
え
る
と
熱
心

に
メ
モ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

坂
上
隼は

や

大と

く
ん
は
「
役
場
で
は

総
務
課
や
住
民
福
祉
課
な
ど
に
分

か
れ
て
村
の
仕
事
を
し
て
い
る
と

知
り
ま
し
た
」
と
学
び
を
深
め
た

様
子
で
し
た
。

を
見
学
し
て
関
心
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
村
の
特
産
品
「
す

き
昆
布
」を
使
っ
た
調
理
を
体
験
。

村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
指
導
の
下
、

す
き
昆
布
を
使
っ
た
料
理
を
３
品

作
り
試
食
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
「
お
い
し
い
」
や
「
家

で
も
作
ろ
」
な
ど
と
口
を
そ
ろ
え

て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
の
髙
橋
美
代
子
会
長
は

「
地
元
の
食
材
を
積
極
的
に
料
理

に
取
り
入
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

ま
た
普
代
を
訪
れ
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

普
代
小
３
年
が
村
内
の
施
設
を
見
学

　
議
場
の
広
さ
な
ど
を
確
か
め
る

　

震
災
津
波
被
害
の
見
学
に
よ
る

防
災
意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に

岩
手
町
の
岩
瀬
張
小
学
校
と
北
山

形
小
学
校
の
合
同
宿
泊
学
習
が
６

月
18
、
19
日
の
両
日
、
村
内
な
ど

で
行
わ
れ
、岩
瀬
張
小
か
ら
５
人
、

北
山
形
小
か
ら
１
人
の
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
１
日
目
に
村
を
訪

問
。
ま
つ
い
そ
公
園
で
海
辺
の
生

物
を
観
察
し
た
ほ
か
、
普
代
水
門

の
見
学
を
行
い
、
そ
の
日
は
く
ろ

さ
き
荘
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
三
陸
水
産
で
ワ
カ
メ

の
芯
抜
き
を
体
験
。
児
童
た
ち
は

従
業
員
か
ら
教
わ

り
な
が
ら
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
芯
抜

き
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
普
代
小

学
校
の
職
員
の
案

内
で
普
代
バ
イ
パ

ス
へ
の
避
難
階
段

を
見
学
。
説
明
を

受
け
る
な
ど
し
て

学
び
を
深
め
ま
し

た
。

　

岩
瀬
張
小
５
年

の
山
㟢
拓
君
は

「
あ
ん
な
に
高
い

水
門
を
超
え
る
津

波
は
恐
ろ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
三
陸
水
産
で
は
海

産
物
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て

い
た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
１
泊
２
日
を
振
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。

　

岩
瀬
張
小
と
北
山
形
小
は
来
年

の
３
月
で
閉
校
。
例
年
、
宿
泊
学

習
は
青
少
年
の
家
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
「
一
生
の
思
い
出
に
な

れ
ば
」
と
岩
瀬
張
小
の
大
道
正
樹

校
長
が
沿
岸
で
の
宿
泊
学
習
を
企

画
。
大
道
校
長
が
副
校
長
時
代
、

普
代
小
に
赴
任
し
て
い
た
縁
な
ど

が
今
回
の
見
学
先
の
決
定
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

２校合同の宿泊学習
普代で学びを深めた２日間

すき昆布を使った炒め煮を協力してこしらえます

真剣なまなざしで芯抜きをする児童たち

児童たちは大きな声で返事をしました

久 慈 地 区
中　総　体

バ
ド
団
体
・
剣
道
女
子
個
人
が
優
勝

　
３
競
技
５
種
目
が
県
大
会
に
出
場

　

一
方
、
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
佐
々
木
美
紅
部
長
、
部
員
14
人
）

は
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
実
力

を
発
揮
で
き
ず
県
大
会
出
場
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

野
球
部
（
畠
山
祐
成
主
将
、
部

員
11
人
）
は
宇
部
中
学
校
（
佐
藤

英
晴
校
長
、
生
徒
23
人
）
と
の
合

同
チ
ー
ム
で
試
合
に
挑
み
ま
し
た
。

初
戦
は
優
勝
候
補
の
一
角
久
慈
中

学
校
と
対
戦
。
投
手
の
上

向
穣じ

ょ
う
じ司
（
普
代
中
３
年
）

の
好
投
で
久
慈
中
学
校
に

点
を
許
さ
ず
、
５
︱
０
で

勝
利
し
ま
し
た
が
、
続
く

２
回
戦
、
長
内
中
学
校
と

対
戦
し
、
２
︱
４
で
敗
れ

県
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

県
大
会
は
７
月
18
日
か

ら
20
日
ま
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
奥
州
市
、
剣
道
が
北

上
市
、
柔
道
が
盛
岡
市
と

県
内
の
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

は
、団
体
と
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
２
位

の
日
向
佑ゆ

う

冴ご

（
３
年
）、
同
ダ
ブ
ル

ス
１
位
の
山
本
寛
人（
同
）・
及
川

仁
（
２
年
）
ペ
ア
が
出
場
し
ま
す
。

　

剣
道
女
子
個
人
の
部
で
は
中
花

優
花
（
３
年
）
が
優
勝
を
飾
っ
た

ほ
か
、
柔
道
男
子
個
人
の
部
、
男

子
66
㌔
㌘
級
で
太
田
澪れ

ん
（
３
年
）

が
３
位
に
入
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

第
53
回
久
慈
地
区
中
学
校
総
合

体
育
大
会
が
６
月
13
日
か
ら
15
日

ま
で
の
３
日
間
、久
慈
地
区
の
会
場

で
行
わ
れ
、参
加
し
た
普
代
中
学
校

（
佐
藤
嘉
宏
校
長
、
生
徒
64
人
）
の

生
徒
た
ち
は
各
会
場
で
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
太
田

慎
部
長
、
部
員
16
人
）
は
団
体
、
個

人
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
。
県
大
会
に団体で優勝したバドミントン部。県大会には個人シングルス２位の日向（前列左から３番目）

と個人ダブルス１位の山本・及川ペア（前列左から５、後列左から３番目）が出場します

柔道で３位に入賞し県大会
出場を決めた太田君

剣道女子個人で優勝した中花さん

第37回いわての牛乳杯
オーシャンズ、ベスト16と健闘

公
園
野
球
場
で
遠

野
市
の
松
崎
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

早
い
回
で
点
を

許
し
ま
す
が
、
回

を
追
う
ご
と
に
相

手
チ
ー
ム
に
詰
め

寄
る
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
。
最
終
回
に
２

点
を
返
し
ま
す

が
、
あ
と
一
本
が

出
ず
、
３
︱
４
で

惜
し
く
も
敗
退

保護者の声援を背に受け伸び伸びとプレーする子どもたち

　

第
37
回
い
わ
て
の
牛
乳
杯
（
学

童
軟
式
野
球
大
会
）
の
県
大
会
が

６
月
20
、
21
日
、
27
、
28
日
の
４

日
間
、
岩
泉
、
田
野
畑
、
普
代
の

３
町
村
で
行
わ
れ
、
県
内
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
27
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
普
代
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
下
閉
伊
北
部

の
第
一
代
表
と
し
て
出
場
。
ベ
ス

ト
16
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
岩
泉
の
楽
天
イ
ー
グ

ル
ス
岩
泉
球
場
で
滝
沢
市
の
滝
沢

ド
リ
ー
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
対
戦
。

先
発
の
鎌
倉
蓮
君
が
７
回
を
一
人

で
投
げ
抜
き
、
８
︱
１
で
快
勝
し

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
村
の
北
緯
40
度
運
動

し
、
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

同
団
の
古
馬
丈た

け

裕ひ
ろ

監
督
（
41
）

は
「
牛
乳
杯
で
は
実
力
が
発
揮
さ

れ
な
い
ま
ま
敗
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
と
て
も
悔
し
い
試
合
で
し
た
。

も
っ
と
出
来
る
子
ど
も
た
ち
な
の

で
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
行
き

ま
す
」
と
次
の
大
会
へ
の
意
気
込

み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
は
７
月
４
、５

日
に
行
わ
れ
た
第
29
回
岩
手
県
学

童
軟
式
野
球
大
会
も
り
し
ん
カ
ッ

プ
の
予
選
大
会
（
県
野
球
協
会
主

催
）
で
優
勝
。
８
月
に
行
わ
れ
る

県
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

スポーツスポーツスポーツ情報スポーツ情報スス 情報情報ポポ ツツツ情報ツ情報スススポーツ情スポーツ情スポ ツスポ ツスポーツ情報
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『
ク
マ
に
嫌
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ぁ
…
』

　「大丈夫です。自分がいればクマは来ませ
ん」ということで大自然で撮影。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は役場に勤める日
ノ沢佑紀さん (26) です。

マイフレンド  Vol.85M Y
F R I E N D

　
４
月
か
ら
村
農
林
商
工
課
に
勤

め
る
日
ノ
沢
佑
紀
さ
ん
。
久
慈
市

出
身
で
以
前
は
久
慈
市
で
働
い
て

い
ま
し
た
。

　
仕
事
で
は
林
業
や
有
害
鳥
獣
の

対
策
に
日
々
奮
闘
。
日
ノ
沢
さ
ん

は
「
山
林
の
多
い
普
代
村
で
、
そ

の
資
源
を
管
理
、
活
用
す
る
の
は

村
の
経
済
活
動
の
生
命
線
の
一
つ

を
守
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で

気
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
圏
が
自
然
に
近
い
こ
と
か

ら
野
生
鳥
獣
と
う
ま
く
付
き
合
う

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
ち
な
み
に
日
ノ
沢
さ
ん
が

担
当
に
な
っ
て
か
ら
幸
か
不
幸
か

ク
マ
の
出
没
情
報
が
少
な
く
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
本
人
は
「
ク
マ

に
嫌
わ
れ
て
い
る
の
か
な
ぁ
…

（
笑
）」と
苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
日
ノ
沢
さ
ん
の
趣
味
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
。「
自
転
車
は
自

分
の
ペ
ー
ス
で
行
き
た
い
所
に
行

け
る
自
由
な
乗
り
物
で
す
」
と
自

転
車
の
よ
さ
を
話
し
、
タ
イ
ヤ
の

太
さ
や
車
体
の
材
質
が
走
り
に
ど

う
影
響
す
る
か
な
ど
と
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
広
報
係
が
「
普
代
〜
久
慈
間
は

走
れ
ま
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、

「
距
離
的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
き
つ
い
か
ら

な
ぁ
…
今
度
挑
戦
し
て
み
ま
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

…
… 

Ｑ
＆
Ａ
…
…

―
休
み
の
日
は
。

　
朝
方
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
昼
は

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強

し
て
自
分
を
広
げ
る
努
力
を
し
た

い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　
外
か
ら
来
た
人
間
と
し
て
自
分

の
感
性
を
村
の
将
来
に
生
か
し
て

行
き
た
い
で
す
。

図
書
室 

へ 

行
こ
う
!

★
開
室
時
間
… 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
室
日
… 

毎
週
月
曜
日

★
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
… 

36
ー
１
０
４
４

『イラストストーリー
妖怪ウォッチ』

福田　幸江

　ある夏、ふつうの小学５
年生ケータくんが手に入れ
たのは妖怪を見ることが出
来る妖怪ウォッチ。あちら
こちらにいる妖怪が見える
ようになって…。

小学館
 『世界でいちばん貧しい

大統領のスピーチ』
くさば　よしみ

　2012年ブラジルのリオ
デジャネイロで開かれた国
際会議で、南米ウルグアイ
のムヒカ大統領の絶賛され
たスピーチの全容を紹介し
ます。

汐文社

本はともだち

『まるごと
日本の道具』

面矢　慎介

　日本の道具がまるごとわ
かります。日常生活や学校、
仕事などで使う道具を用途
別に約1000種類紹介。使
い方や特徴、歴史なども分
かります。

学研

◆小学生向け

◆小学生〜一般向け ◆幼児向け

広々としている新しい事務所内

　　 　

「新工場が完成しました」

 ガレージナカタ

６月末に完成した新工場をバックに撮影

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
働
い
て
い
る
う
ち
に
自

分
の
店
を
持
ち
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、平
成
14
年
に
村
に
開
業
。

自
動
車
の
販
売
や
整
備
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
な

ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
中
田
さ
ん
は
「
普
代
の
人
た
ち

は
走
行
距
離
が
多
く
、
自
分
の
車

に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ル
の
管
理
問

題
な
ど
で
故
障
す
る
車
を
多
々
見

て
来
た
の
で
定
期
的
な
オ
イ
ル
交

換
を
勧
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
漁
村
特
有
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
サ
ビ
問
題
に
つ
い
て
聞
く
と

「
エ
ン
ジ
ン
よ
り
先
に
車
体
が
や

ら
れ
る
車
が
多
い
で
す
。
こ
れ
に

　
白
井
に
あ
る
「
ガ
レ
ー
ジ
ナ
カ

タ
」。
社
長
の
中
田
智
也
さ
ん
が

平
成
14
年
に
開
業
し
ま
し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
後
、

久
慈
の
自
動
車
整
備
工
場
に
就
職
。

近
所
の
人
か
ら
「
車
の
調
子
が
悪

い
が
、
久
慈
ま
で
乗
っ
て
っ
て
見

て
き
て
け
で
ぇ
」
と
よ
く
頼
ま
れ

338

りあちゃんとえいとくん
（はまゆり子ども園さくら組）

　おおたりあちゃん（太田りあ・６歳）
から父・旭さん、母・千種さんへ

　ぱぱはすごいちからもちだし、こちょ

こちょしてあそんでくれるからおもし

ろいよ�ままはいつもにこにこしてい
るけど、おかたづけしないとめをおおき

くしておこるんだ。おかたづけちゃんと

するからおこらないでね。

　おおきくなったらぱぱとままはパン

やさん、りあはケーキやさんになってお

みせやさんをいっしょにしたいな�

　みたちえいとくん（三田地永翔・６歳）
から父・勇治さん、母・恵理さん

　おとうさんはめがねをかけていてね

ぼすけなんだ。かたぐるまをしてくれる

よ。たいこやるおとうさんがかっこいい

よ�やってといったらぼくもやるよ。
　おかあさんはごはんやせんたくをす

るからいそがしいよ。おこるとずーっと

おこっているからじかんがかかるんだ。

おとうさんすきだからなんでもいうこ

ときくね�

は
サ
ビ
止
め
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
効

き
ま
す
」
と
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
末
に
は
待
望
の
新
し
い
工

場
兼
事
務
所
が
完
成
。「
７
月
24

日
か
ら
26
日
ま
で
、
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定

で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と

告
知
し
て
い
ま
し
た
。

★
ガレージナカタ

■ガレージナカタ
　場　　所：�普代村 23−22−43
　　　　　　（☎35−3132）
　営業時間：８：30〜 18：30

至
元
村
→

←
至
久
慈
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こ
ん
に
ち
は
�
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
谷
増
で
す
。

　
突
然
で
す
が
、
私
は
よ
そ
の
地

域
の
人
た
ち
に
普
代
村
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
村
の
将
来
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す

の
で
、
私
は
普
段
か
ら
友
人
や
知

人
、た
く
さ
ん
の
知
り
合
い
に「
普

代
村
に
観
光
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、先
日

友
人
が
２
名
、千
葉
県
か
ら
は
る
ば

る
普
代
村
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
場
所
を
案
内
し
よ
う
か

悩
ん
だ
の
で
す
が
、
私
も
含
め
て

３
人
で
楽
し
め
そ
う
な
鉄
山
染
め

体
験
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
も
体
験
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た

の
で
正
直
ど
う
な
る
か
心
配
で
し

た
が
、
友
人
た
ち
は
と
て
も
満
足

し
て
い
た
し
、
私
自
身
も
楽
し
め

ま
し
た
。
作
業
の
大
ま
か
な
工
程

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
３

　
鉄
山
染
め
体
験
を
し
て

今月は
　谷増隊員です

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
煮
る
の
と
脱
水
に
そ
れ
ぞ
れ
20

分
ほ
ど
か
か
る
た
め
、
そ
の
間
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
周
囲
の
散
歩
に

行
く
こ
と
が
出
来
た
の
も
良
か
っ

た
で
す
。
神
社
に
連
れ
て
行
っ
て

あ
げ
た
の
で
す
が
、
友
人
た
ち
は

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
自
分
で
染
め
た
も
の
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
達
成
感
も

あ
り
ま
す
。

　
鉄
山
染
め
体
験
を
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
熊
谷
マ
サ
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
友
人
た
ち
は
大
変
満
足
し

て
村
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

　次の２つの問題を読み、３つの答えの中から
正しいものを選び、はがきで応募してくださ
い。①は３㌻から、②は24㌻からの出題です。

　①2010年時点での普代村の人口は何人で
しょう？

　Ａ　2,088人

　Ｂ　3,088人

　Ｃ　4,088人

　②2015年６月末現在の普代村の人口は何
人でしょう？

　Ａ　2,870 人

　Ｂ　3,870 人

　Ｃ　4,870 人　

【応募方法】

　はがきに答え、郵便番号、住所（地区名）、

氏名、年齢、性別、世帯主の名前、電話番号

を書いて応募してください。正解者の中から

抽選で５人に図書カードをプレゼントします。

　はがきに広報ふだいの感想、ご意見、イラ

ストなど書いてください。紙上で紹介します。

お待ちしています。

　あて先…〒 028−8392
　　　　　普代村９−13−２

　　　　　普代村役場　広報クイズ係

　締め切り…８月10日（月）　当日消印有効

　６月号の答え…①−Ｂ　②−C

　応募総数…５通で５人が正解でした。次の
５人に図書カードをお送りします。おめでと

うございます。

　当選者…①古山愛菜ちゃん（白井・５歳）
②古山心菜ちゃん（白井・５歳）③滝澤啓

ひ び き

光

君（久慈市・４歳）④太田りあちゃん（太田

名部・６歳）⑤滝澤光
き ら ら

来ちゃん（久慈市・６

歳）

広報クイズ

　
震
災
被
害
を
受
け
た
東
北
を
励

ま
そ
う
と
三
陸
沿
岸
市
町
村
を
訪

ね
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

の
番
組
「
き
ら
り
�
え
ん
旅
」
の

撮
影
が
６
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

普
代
村
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
撮
影
最
終
日
の
27
日
に
は
宮
川

大
助
・
花
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

の
収
録
が
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
２
人
の
ト
ー
ク

に
約
１
６
０
人
で
埋
め
つ
く
さ
れ

た
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　
撮
影
し
た
内
容
は
７
月
15
日
に

放
送
さ
れ
、
21
日
の
午
前
６
時
30

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
き
ら
り
�
え
ん
旅
」

　
大
助
・
花
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
で
笑
い
の
渦
に

分
〜
と
22
日
の
午
前
11
時
５
分
〜

再
放
送
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
ご
近
所
の
人
な

ど
が
映
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　平成28年度採用職員の採用試験

を、次のとおり行います。

◆試験職種・採用予定人員…①上
級事務・３人、中級保育士・１人
◆受付期間…平成27年７月17日
（金）から８月20日（木）までの土・

日除き。受付時間は、月曜日から

金曜日までの午前８時30分から午

後５時15分まで。郵送で送付のも

のは、８月20日（木）までの消印

があるもの。

◆受験手続…①申込用紙の請求・
申込用紙は役場総務課で交付しま

す。申込用紙を郵便で請求する場

上級事務を３人、中級保育士を１人
平成２８年度採用役場職員を募集!!

合は、封筒の表に「採用試験請求」

と朱書きし、120円切手を貼った

あて先明記の返信用封筒（Ａ４判

サイズ）を同封し、普代村役場総

務課に請求してください。

②受験の申し込み・申込用紙に必
要事項を記入して、役場総務課に

提出してください。申し込みの際

には、申込書の所定の個所に写真

及び、受験票に52円切手を必ず

貼ってください。郵便で申し込む

場合は、封筒の表に「採用試験申

込」と朱書きしてください。９月

11日（金）を過ぎても受験票が返

送されない場合は、役場総務課ま

で連絡してください。

◆試験の日時・場所…①１次試験・
９月20日（日）午前10時開始（受

付は、午前９時00分〜30分）、久

慈市役所ほか（久慈市川崎町１−

１）②２次試験・第１次試験合格
者に、10 月下旬に日時、場所を

指定して行います。

◆合格発表…①１次試験・10月中
旬②２次試験・11月中旬
◆給与（初任給）など…普代村給与
条例などの定めるところにより支

給されます。

　受験資格など、詳細については

役場総務課（☎ 35−2111、内線

113）まで。

①布にゴムを巻き付けます ②布を染料で20分ほど煮ます
③
巻
き
付
け
た
ゴ
ム
を
外
し
、
20
分
ほ

ど
脱
水
し
ま
す

④
脱
水
し
た
ら
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
完
成
�
自
分
好

み
の
デ
ザ
イ
ン
で
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す

ステージに立つ宮川大助・花子さん。
会場は笑いの渦に包まれていました

古山心菜ちゃん
（白井・５歳）

お
い
し
そ
う
な
く
だ
も
の
と
ア
イ
ス
が
い
っ

ぱ
い
�
○広  

滝澤啓
ひびき

光�君
（久慈市・４歳）

上
手
に
描
け
た
ね
�
○広  

滝澤光
きらら

来ちゃん
（久慈市・６歳）

ジ
バ
ニ
ャ
ン
上
手
だ
ね
�
○広  

太田りあちゃん
（太田名部・６歳）

お
友
だ
ち
か
な
？
○広  

古山愛菜ちゃん
（白井・５歳）

ね
こ
に
う
さ
ぎ
に
お
花
、
上
手
に
描
け
た
ね
�
○広  
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　久慈広域連合では、平成27年度採用

職員の採用試験を次のとおり行います。

▶職種及び受験資格…①事務職（１人
程度）、昭和60年４月２日から平成

10年４月１日までに生まれた人②消

防職（３人程度）、平成元年４月２日

から平成10年４月１日までに生まれ

た人（ほか身体条件あり）

▶１次試験日・場所…平成27年９月
20日（日）久慈市役所、久慈高等学校

長内校

▶申し込み受付期間…平成27年８月
３日（月）から８月18日（火）までの午

前８時30分〜午後５時15分　※土日

を除く

　受験案内の請求や申し込み、お問い

合わせなどは久慈広域連合総務企画課

（☎ 0194−61−3344）まで。

　最高裁判所では、平成27年度裁判

所職員採用一般職試験（高卒者区分）

を次のとおり行います。

▶試験職種及び採用人員…裁判所事務
官（若干名）、平成27年４月１日時点

で高等学校または学校教育法に基づく

中等教育学校を卒業した日の翌日から

起算して２年を経過していない人、も

しくは平成28年３月までに高等学校

または中等教育学校を卒業する見込み

のある人

▶１次試験日…平成27年９月13日（日）
▶申込受付期間…①インターネット：
平成27年７月14日（火）〜７月23日

（木）②郵送：平成27年７月14日（火）

〜７月17日（金）

　試験に関するお問い合わせは盛岡地

方裁判所事務局人事第一係（☎ 019

−622−3352）まで。�

　国では昨年に引き続き、臨時福祉給

付金を支給します。村では対象と思わ

れる世帯にお知らせしますので手続き

はお早めに。支給対象者と支給額は次

のとおりです。

▶支給対象者…平成27年度分の住民
税が課税されていない人　※生活保護

の受給者、住民税課税者扶養控除の対

象者となっている人は除きます。

▶支給額…１人 6,000円
　受け付けは平日の９：00〜17：00

まで役場住民福祉課で行っています。

給付金に関するお問い合わせなどは役

場住民福祉課（☎ 35−2113）まで。

久慈地区法律相談
▶期日…８月６、20日(木)▶時間…
10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課
（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…７月23日(木)▶時間…９:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…８月19日(水)�10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター
（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…８月18日(火)�①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄

バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…８月21日(金)�13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…７月27日(月)�14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

�困っていたら相談を！

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

裁判所事務官を募集します

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談
広域連合の職員を募集�

　岩手県高齢者総合支援センターで

は、高齢者やご家族の皆さんから毎日

の生活でのお困りごとやお悩みごとな

どの相談に応じるため、月曜日〜金曜

日の午前９時から午後５時まで受け付

けし、対応しています。相談は無料で

秘密は守られます。

▶相談電話…フリーダイヤル（☎0120
−84−8584）

▶お問い合わせ…県福祉相談支援セン
ター（☎ 019−625−7490）

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連

合会では次のとおり弁護士による無料

相談会を開催します。離婚や養育費な

どの問題でお困りの方はお気軽にご利

用ください。

▶日時…平成27年７月22日（水）
10：00〜 15：00

▶場所…久慈地区合同庁舎２階相談室
　お申し込みやお問い合わせは県北広

域振興局保健福祉環境部（☎ 0194−

53−4982）または久慈市母子寡婦福

祉協会長（☎0194−53−2839）まで。

　税関では戦後、海外から引き揚げて

来た人から預かった約87万件の未返

還の保管証券類を返還しています。

　返還の請求は本人だけでなく家族の

人でも構いません。お気軽に最寄りの

税関までお問い合わせください。

▶問い合わせ先…宮古税関支署（☎
0193−62−6559）

　自動車事故で重度の後遺症が残った

人や亡くなられた人（加害者・被害者

を問わず）の家族を救済するため次の

制度があります。

●交通遺児等育成資金貸付制度
▶貸付金額…一時金155,000円　月々
20,000円

▶対象者…０歳から中学３年生まで
▶返還方法…割賦による20年以内の
均等払い　※進学する場合は返還の猶

予あり

●介護料支給制度
▶受給資格…自動車事故で重度の後遺
症が残り、常時または随時の介護を必

要とする人

▶支給額…月額29,290円〜136,880円
　お申し込みやお問い合わせは自動車

事故対策機構岩手支所（☎019−652

−5101）まで。

自動車事故者の救済制度

ご存じ
ですか�

　▶イトウイサオ 5,000円▶九戸村
JMG ４万円

　※義援金、支援金は復興支援事業など
に活用されています。

これまでの合計額　64,691,019円

義援金、支援金
（６月１日〜６月30日分、敬称略）

これまでの合計額　12,664,282円

ふるさと応援寄付金
（６月１日〜６月30日分、21人）

  ■村内の交通事故《６月》
	 人身事故　１件（１件）
	 物損事故　２件（16件）
 ※（ ）内は１月からの累計
  ■救急車の出動回数《６月》  ７回
  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）
 県内33市町村中ワースト順位…１位

（平成27年５月31日現在）
	 村内の検挙者数《５月》	１人（２件）
	 県内の検挙者数《５月》	46人（159件）
 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（４人）
金子　テフ　　力　持	 96歳
太田　カツ　太田名部	 75歳
森田　サヨ　　緑　区	 92歳
石花　ナミ　　堀　内	 85歳

６月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

総合相談シルバー110番

ひとり親家庭等の法律相談

飲酒運転検挙者の状況
検挙日 年�代 性�別
５月 19 日 30	代 男	性

ふだい

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933 普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

大きさ、タテ、ヨコ
文字を選べるゴム印
１行1,350円（税別）

臨時福祉給付金を支給�

戦後の証券類を返還します

高齢者歯科検診のご案内
（75歳になられた方）

　平成26年４月１日〜平成27年３月

31日の間に75歳の誕生日を迎えた人

を対象にお口の健康維持と改善を図る

ため歯科検診を無料で行います。

　お口の健康は身体の健康と深い関係

があると言われています。この機会に

お口の健康を見直してみましょう。

▶健診期間…平成27年８月１日〜12

月25日

　お問い合わせなどは村住民福祉課

（☎ 35−2113）まで。

連結して自由に
組み合わせ

使用できます�
です�

 人気商品



日 月 火 水 木 金 土
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普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

８月のこんなこと、あんなこと

2

16

23

27

24

4

11

18

25

29

19

26

30

6

20

31

7

14

28

8

22

（大安）

（先負）

（仏滅）

（大安）

（大安）

（先勝）

（友引）

（大安）

（赤口）

（先勝）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（先負）

（先勝）

（先負）

（仏滅）

（先勝）

（先負）

（大安）

（先負）

村県民税第２期納期
限・国民健康保険税
第２期納期限

◦１歳６カ月児・３
歳児健診（ 受 付 12：
00〜12：30、◯保）
◦ブックスタート

普代中学校２学期始
業式

久慈地区中学校陸上
記録会

普代小学校２学期始
業式、はまゆり子ど
も園２学期始業式
◦お誕生教室（受付
12：00〜12：15、◯保）

◦離乳食教室（受付
12：00〜12：15、◯保

◦健康相談（茂市・
芦渡）

久慈地区中学校駅伝

◦健康相談（鳥居・
堀内机）

第61回村長旗争奪
地区対抗野球大会

（〜15 日、◯北）

ふだいまつり（〜30
日）

体育施設無料開放日

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

第12回北緯40度普
代浜ビーチバレーボ
ール大会（普代浜）

特定健診・大腸がん・肺がん・
前立腺がん・胃がん・骨粗
鬆症検査・腹部エコー検査・
肺機能検査（〜９月１日、◯保）

普
代
小
児
童
作

「
ア
ー
ス
君
」

◎「健康です」  証明したい  健診で

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

お気軽にご利用、お問い合わせください

エンジンオイル交換
待ち時間 15分〜

㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

ためんびゃあカードはお得ですよ�

太田亜喜恵様（太田名部）高井ケイ様（緑区）川向さち子様
（旭

あさ

日
ひ

区）中居フク子様（旭日区）松頭愛様（中央区）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！普代ポイントカ一ド会からのお知らせ！！

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。６月当選
者は以下５名です。

中央区   三船製菓  ☎35－2020

8/1
（土）　

うねとり荘夏祭りに
　出店します！
うねとり荘夏まつりに
　出店します！

おやき、ドーナツ、焼き鳥など販売します。

●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日

普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637

中央区　電話  35−2045髙橋薬局 カトウ写真館 Tel (35)2594フジフィルム
純正処理

Tel
Fax

あなたの思い出をよみがえらせますあなたの思い出をよみがえらせます

お盆に向けて古く痛んだ写
真、思い出の写真を再生い
たします。キズ、汚れ、曲が
り、破れ、ネガの無い写真
等、お気軽にご相談下さい。

30 31（大安） （赤口）

　当会は 108円に１ポイントサービス
していて、400Ｐためると 500 円のお
買いものができます。「顔の見えるサー
ビス」を心掛け、地域が元気になるよう
加盟店一同ガンバっています�
　今年の夏も『ためんびゃあカード』を
ご愛顧下さい�

2,000円

銀次選手普代後援会

会長：嘉藤明男　事務局：前川 090 − 2144 − 8610
年会費

会員証
 プレゼント！

現在ケガで１軍から離脱中…
早く良くなってね。

会員募集中会員募集中
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▼
６
月
28
日
に
観
測
史
上
最
大
の
雨

量
を
記
録
し
た
普
代
村
。
テ
レ
ビ
な

ど
で
も
た
く
さ
ん
報
じ
ら
れ
、
遠
方

に
い
る
知
り
合
い
か
ら「
大
丈
夫
か
」

と
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幸
い

大
き
な
災
害
は
な
か
っ
た
で
す
が
、

普
段
か
ら
避
難
に
対
す
る
姿
勢
作
り

は
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
▼
地
方
創

生
。
難
し
い
問
題
で
す
が
、
三
田
地

さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
に
難
し
く
な
ら

な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
に
プ
ラ
ス
で
地
方
創
生

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
▼
ま
ち
づ
く

り
に
は
「
わ
か
者
・
よ
そ
者
・
ば
か

者
」
が
必
要
だ
と
よ
く
言
い
ま
す
。

自
分
は
そ
の
内
２
つ
に
当
て
は
ま
る

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
自
分
は
22

歳
で
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
普
代

村
に
住
ん
で
い
ま
す
。（

下
道
崚
聖
　)

� � 前月比� 前年比
人　口� 2,870人�（±０）�（−62）
��（男）� 1,396人�（＋１）�（−29）
��（女）� 1,474人�（−１）�（−33）
世　帯� 1,144戸�（＋１）�（＋７）

人口と世帯 ６月末現在

対象地区 施  設  名

黒崎
黒崎公民館、くろさ
き荘

太田名部
自然休養村管理セン
ター、普代村役場

元村、力持、
鳥居、落合

自然休養村管理セン
ター、普代村役場、
高齢者活動施設

白井、堀内、
沢向

Ｂ＆Ｇ海洋センター、
白井地区漁業研修施
設

芦渡、茂市、
萩牛

芦渡多目的集会施設、
茂市公民館

避難勧告発令などに伴う
住民の取るべき避難行動

　村では台風や集中豪雨などの大雨で災害の発生
する恐れが高まった場合、対象地区に避難勧告な
どを発令します。発令時の住民の皆さんの取るべ
き行動、避難場所について今一度ご確認を。

土砂災害の指定緊急
避難場所の確認を�

　６月28日の普代村は大雨で大荒れ
　三陸沖に停滞していた低気圧の影響で村では６月27日早朝から28日の夕
方にかけて大雨となり、27日22時34分に大雨警報を発令しました。村の降
り始めからの総雨量は370㍉。これは観測史上最大で、人的被害はなかった
ものの、村内各所で沢の増水や土砂の流出、落石などが発生しました。さらに
土砂災害の恐れがあるとして、28日３時35分に土砂災害警戒情報も発令。同
時に土砂災害危険個所のある10地区884世帯2159人に対し避難勧告を出しま
した。幸いにも大きな土砂災害は発生しませんでしたが、土砂災害危険区
域の再確認や自らの判断で迅速に命を守る避難行動について考えましょう。

種 別 及 び 内 容 住民の取るべき行動

○避難準備情報 
　住民に避難準備を呼び掛け、避
難行動要支援者などに早めの段階
で避難行動の開始を求めるもので
す。

・気象情報に十分注意し避難が必
要か考え、必要と判断した場合は、
すぐ避難できるように準備をする 
・避難に時間を要する人は、避難
所への避難行動を開始する

○避難勧告 

　居住者に立ち退
の

きを勧め、避難
を促すために発令します。

・できるだけ早く、災害の恐れの
ない安全な場所に避難を行う 
・避難が困難な場合は、屋内上階
の谷側に退避（垂直退避）する

○避難指示 

　被害の危険が迫った時に発令し
ます。「避難勧告」で拘束力が強
くなりますが、指示に従わなかっ
た人に対して、直接強制までは行
いません。

・まだ避難してない対象住民は直
ちに避難行動に移るとともに、そ
のいとまがない場合は、生命を守
る最低限の行動をとること

白井の国道には土砂が流出


